
メソスケール降雪域に及ぼす地形による風の影響

ように，この種の観測結果がさらに集積されることによ

って局地気象のモデルが出来上ってくるので，今後多く

の観測が各地で実行されることを期待する．

　また実習教材の立場としては，同時観測のみでは全部

失敗する恐れがあるので，任意時観測と平行して行なう

ほうがよく，そのためにもレプリカ液のアンプルによる

配布が必要である．またその解析結果はできるだけはや

く全生徒に還元されるところに理科教育における意義が

あり指導上望ましい．
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気象学会および関連学会行事予定

　下記カレンダーは気象学会主催の大会・例会・講演会・シンポジウム（支部主催も含む），気象学会共催

・後援の講演会など，天気紙上に公示されたもの，あるいは講演企画委員会・天気編集委員会で情報を入手

したものをまとめたものである．今後，毎月の天気紙上に掲載する予定であるが，掲載もれがないようにし

たいので，会員各位の御協力をお願いしたい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演企画委員会・天気編集委員会
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